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はじめに
日本で，人に危害を与えるⅡ甫乳類には，ヒグマと
ツキノヮグマが知られるが，その被害の実態に関す
る報告は少ない（犬飼他，1987；林，2005；自然環
境研究センター，2005；富山クマ緊急調査グループ，
2005)。2004年は，北陸地方を中心にツキノワグマ
の大量出没がみられ，人身被害も多発した。富山県
でも同様な現象が起きたが，過去（1953年）にも大
量出没と大きな人身被害が見られたことがある（進
野，1954)。本論文では，両年のツキノワグマによる
人身被害の実態を報告する。
方法
1953年のツキノヮグマ（以下クマとする）による
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人身被害は北日本新聞朝刊，北陸夕刊を，2004年は，
北日本新聞朝刊等から記録を抽出した。また，富山
クマ緊急調査グループ他（2005）のデータも参考に
した。怪我の程度は，新聞記事から判断した。なお，
件数は，1頭のクマが被害を起こした数とし，1頭
のクマかどうか不明の場合はそれぞれ1件として数
えた。なお，本報告の概要は，2006年10月2日～6
日，長野県軽井沢町で開催された2006年国際クマ会
議で発表した（Shiraishietal，2006)。
結果
被害状況
1．人身被害の発生状況
I）発生件数と市町村（表1，2〕
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3）発生月（表2）
人身被害は，両年とも秋期（9-10月）に多く，
1953年は4～8月は見られなかったが，2004年は，
春（4月)，夏（7月）にも見られた。
4）発生時間帯（表3）
人身被害は，両年ともクマが大量に出没した月
は，秋期9～11月である（進野，1954；富山クマ
緊急調査グループ．他，2005)。秋期（9～11月）
の人身被害の発生時間帯は，1953年は早朝の
4～6時台に多く発生し，2004年は早朝6時台，
午前中8～10時台，午後2時台，夕方5～6時台
クマによる人身被害は1953年が7件25人（男性
16人，女性9人)，2004年は21件26人（男性16
人，10人）であった。1件（頭）あたりの最大被
害人数は，1953年13人，2004年3人である。な
お，未遂は，1953年4件4人（男性3人，女性1
人)，2004年は2件2人（女性2人）であった。
1953年は県西部の南砺市（旧城端町）で1件あっ
たが，その他は全て富山県東部で発生した。2004
年は，東部と西部で被害がみられ，神通川以東
では21件中16件がみられた。
表1市町村別のツキノワグマによる人身被害の発生件数
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表5被害者の'性別・年令
1953年
～910～20～30～40～50～60～70～80～90～
駆除隊員
一般
男性
男｣性 2 43
女'性
2004年
～910～20～30～40～50～60～70～80～90～
男性
男性
一般
女性
60才代と男女とも年令に'幅があった。1953年の
被害を受けた駆除隊員の年令は20～50才代と年
齢の''1畠が広かった。
2004年は，一般男'性は，10才代，40～90才代，
女性は，50～70才代で，駆除隊員は60才代一人
であった。
1953年の被害を受けた駆除隊員の年令の幅が
広いのは，若い年代が勢子として参加し，怪我を
受けたためである（表l)。1953年の一般人で，
若い|廿代（20才代，30才代）の被害が多いのは，
市街地周辺の自宅内で早朝に被害が発生し，’'1畠広
い年代の家族が被害を受けたためだと,患われる。
3．’怪我の状況
l）怪我の程度（表6）
両年とも軽傷が多いが，重傷と重体の占める
割合は，1953年が53％，2004年が46％であった。
1953年は2004年に比べ駆除隊員の被害が多く，
重傷，重体も多い傾向が見られた。2004年の重
傷であった一般女性一人はその後亡くなった。
表6怪我の程度
1953年
軽傷重傷重体
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女I性(一般）
2004年
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に発生した。
5）発生場所（表4）
人身被害は，両年とも人の生活圏で発生し，居
住空間でも発生している。
2．被害者の性・年令（表5）
両年とも一般男｣性，一般女性，駆除隊員（男
性）が被害を受けた。
1953年に被害を受けた一般男性は，10才代，
30才代，40才代，50才代で，女性は，10未満へ
2）怪我の部位（表7，8）
被害部位は両年とも頭部が多く，次いで腕で
表7被害部位
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?
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表8クマの攻撃内容（2004年）
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あった。頭部が関係してくると，怪我の程度がひ
どくなり，1953年では，重傷・重体13人すべて
が，頭部あるいは頭部と他の部分である。2004
年では重傷・重体12人のうち，10人が頭部ある
いは頭部と他の部位である。
と2004年の両年は富山県で，最も多くのクマによる
人身被害が発生した年と言える。
進野（1953）は，1953年は9～11月にかけ227件
の出没と84頭の駆除があったと報告しており，県東
部の魚津市，中新川郡，上新川郡で約70％が出没し
ていて，この年の人身被害は，県東部で大部分を占
めることから，人身被害件数は出没頻度と一致して
いる。2004年は，富山県内に山麓部で広く出没し，
人身被害も県東部と西部で発生しているが，約76％
が県東部の神通川以東で発生しており，2004年も
1953年同様県東部での人身事故の発生が多かったと
言える。
なお，進野（1953）は，1953年の人身被害の人数
を26名としている。
4．クマの攻撃内容（表8）
2004年の人身被害についてクマの攻撃内容を
分析した。クマの攻撃の内容はひっかく13件と
最も多く，次いでかむ4件，ひっかく・かむ3件
であった。
5．雲われたとき人は何をしていたか（表9）
両年とも「自宅にいた」が最も多い。次いで，
2004年は「歩く（:散歩や帰宅途中など)」が，
1953年は「駆除中」であった。両年とも自宅付
近での農作業や作業があった。2004年だけには
「山菜とり・キノコとり」があった。
2．発生場所
人身被害の発生は両年とも秋期に見られたが，
2004年では，山菜とりやレジャーがらみの被害が春
と夏にも見られ，これは近年の人身被害の発生の特
徴と思われる。
両年とも被害の発生場所の多くが人の生活圏で発
生し，雲われたときの人の居場所は，両年とも「自
宅にいた」が多く，「農作業」や「歩く（散歩中)」
なども見られた。
2004年の場合，目撃情報は，山林や山際，河川敷
では多いものの，このような場所での人身被害の発
生は少なく，一方，市街地や集落内では目撃情報は
考察
1．人身被害の発生地域
1953年と2()04年は，富山県において，ツキノワグ
マの大量出没年として知られる（進野，1954；自然
環境研究センター，2005；富山クマ緊急調査グルー
プ他，2005)。1970年以降も大量出没年が知られる
が（長井，2006)，1970年以降では，1970年の6件6
人が最も多い人身被害がみられた年であり，1953年
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少ないが，人身被害は多い傾向が見られた（富山ク
マ緊急調査グルー プ・他､2005)。住宅地や集落に侵入
したクマは人身被害を及ぼす可能性が高いことが示
唆される。これは山林や山際，河川敷がクマ本来の
生息地であったり，本来の生息地とはいえなくても
身を隠すことのできる薮などがあるためと思われる。
筆者の一人白石は，クマ本来の生息地で，クマが人
との遭遇を避ける行動を観察しているので概要を述
べる。観察時期と場所は1998～2000年の7～9月，
常念山脈（燕岳，大天井岳；標高2400～2700m；長
野県あずみの市）の登山道付近である。日中クマが
採食や移動の際に，登山者が接近すると，登山道脇
のお花畑や低木林に隠れ，登山者からみつからない
ようにじっとひそむ。このような行動を20数回観察
し，多くが成獣1頭の場合であったが，親子3頭の
場合も数回目撃した（大部分の事例はクマに発信器
が装着してあり，事前にクマの位置が確認できる)。
このような観察例から，クマは本来の生息地で人と
遭遇した場合，身をかくすと思われる。しかし，
2004年の住宅地や集落内に侵入したクマは，その様
な場所で人との遭遇を避ける方法を身につけておら
ず，自身の退路も見失った結果，攻撃に転ずる事も
多いのではないかと推測された。2004年の出没には
このことを裏付ける事例が見られる。2004年9月16
日に福光町で起きた人身事故の事例では，人を雲っ
たクマが山や林から離れた方向へ逃走しながら更に
二人にケガを負わせ，最後は集落内で捕殺された。
2004年10月11日に富山市で起きた人身事故地点で
は屋敷林内で一頭が捕殺され，同日夕方にも集落内
を逃走するクマ一頭が人家床下に逃げ込み捕殺され
ている。
被害の発生時間は，両年とも早朝に被害が多い傾
向が見られた。早朝は，夜間に集落へ接近あるいは
侵入したクマと，朝になり屋外での活動を開始する
人が最も遭遇しやすい，危険な時間帯だと推測され
る。
大量出没年は，普段出没のない人の生活空間で，
かつ早朝の人身被害発生が特徴と思われる。
3．被害の状況
被害は，両年とも一般男性，女性，駆除隊員（男
↓性）が受けた。1953年の一般人の被害で若い世代の
被害が多かったが，これは市街地の自宅内での被害
が多くみられたためである。また，1953年に駆除隊
員の被害が多いのは若い年代が勢子として参加して
いるためと思われる。
弓壷
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1953年は2004年に比べ件数の割に被害者数が多い。
この理由は，1953年は，手負いグマ1頭が県東部の
市街地で13人に被害を与えた事例と’1頭が6名に
被害を与えた事例があるためである。
被害部位では両年とも上半身が多く，特に，頭部
と腕が多かった。頭部単独あるいは頭部と他の部位
の複数部位の場合は，怪我の程度は大きくなる傾向
がみられたo
クマがクマを攻撃する場合，相手の頭部を押さえ
込み，鼻先，頚部に咳みつぐのが基本的な形といわ
れる（米|土'’1998)oクマが人を雲う場合もこのよう
な形が多い当思われる。2004年の場合，ひっかくに
比べ，かむ，ひっかく●かむ，おおいかぶさるなど，
複数回攻撃を受けたと推測される負傷者に重傷者が
多い傾向がある。また頭部・胴部・腕などの上半身
への負傷が多い傾向があるのも，立ち上がりひっか
くというクマの攻撃方法と関連が高いと思われる○
米田(1998）はクマと遭遇し攻拳が避けられない場合
にはクマの典型的な攻撃方法をふまえ，すぐに平伏
し首部，頭部の打撃を受けないようにすること，両
手で首の後ろをガードすることと述べ，このような
対応が被害の軽減に有効と思われた。
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付表1人身被害の状況
2004年
農作業中の男性がクマに襲われ､右あごや左肩を
かまれ､約1ヶ月の重傷を負う。一
キノコ狩にきていた女性がクマ2頭に遭遇し､うつ伏
せになって動かないでいたが､襲われ､右肩や両腕
など全身を20ケ所をかまれ、約1ヶ月のケガを負う。
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野良仕事中襲われる
耕作中襲われ，
草刈り中に襲われる｡死んだふりをし、足に2．31
触れ'立ち去る
家を出ようとして突然襲われる。
??
ていたため猟銃をもって山へ行った2
玉をつめるひまがなく、格闘し逃げﾘ肩
野良仕事中の女性がクマに出会い、かすり傷を償
い､途中で遭遇した男性が足首を噛まれる。クマ｜
警察により射止められた
耕作田を見に行ったところ、クマを見つけ逃げ帰っ
ところ追いかけてきて着物引き裂かれる
樵作業中突然襲われ､を
クマがいる林を勢子100人が囲み、猟師のいる舟
方面に追いやる。クマは猟師陣の方向に走ったが
再び勢子陣に割って入り、三人の男性に怪我を負
わせ､包囲網をぬける。民家のガラス戸を叩き破弓
て侵入したのち、付近の田んぼで小豆をひいてい1
女性と背負っていた孫、別の女性に怪我を負わt
た°クマは小川を渡り、銃が命中したものの峰ずナ
いに逃げた
い、角川をj度り魚津市内住吉地内で野艮仕事中。
男性を襲い､続いて同地内の民家の台所のガラス
戸を破って侵入し､住人の女性lこ怪我を負わせ､で
らに隣家のガラス戸を破り、住人の夫婦と子どもIこ
怪我を負わせ､その後、10メートル離れた家に入Z
うとし､住人の夫妻に怪我を負わせた｡このとき､ｲ：
人の息子が松明をもってたち向かったため逃げた
高さ5mの国鉄､地鉄両線路堤防を越えて西魚津
構内に入ったのち､約80m離れた家の前で男性|：
襲いかかった｡このとき急を聞いてかけつけた警碧
官、猟友会、消防団ら30数名が包囲したが､男性
名に怪我を負わせた。
手負いグマ(オス)が肥料汲み取り中の男性を襲
渡り魚津市内住吉地内で野良仕事中（
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山中で山菜を採っていた女性がクマにおそわオ
足と左腕をかまれ怪我を負う。
遊歩道散策中、小中学生6人のうち小学6年男子1
童2人がクマにおそわれ、－人が右肩と腰､もう一
が左腕と右肩をそれぞれ引っかかれ軽症を負う。
ループの－人が石を投げるとクマは逃げて行っ
女性が雑木林で、クマにおそわれ､頭部を引っ
れ、かまれ､重傷を負う
田んぼに稲の様子を見に行った女性(71)がクマに
われ､つめで右手甲、右耳たぶと右胸を引っか
れ､軽症を負
富山県におけるツキノワグマの大量出没年（1953年及び2004年）の人身被害の発生状況
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作業場で作業中の男性がクマに遭遇､逃げたが追
いかけられ右手を引っかかれるケガを負う
上記作業場から約1.5キロ離れた自宅玄関にいた星
性がクマに襲われ、頭などをかまれ､重体
雪よ'ﾅのガラスの割れる音を聞き､玄関に出てきた
女性がクマに襲われ､顔などをかまれ重傷を負う。~■.一一~~F~一一ーﾛｰﾛｰも一デー雪一一一画昔曹司一ﾛｰ＝J幸』ｰ一〆C
自宅裏の畑に行こうとした男性がクマに襲われ､頭
やわき腹を切り、右腕を骨折するなど重傷を負う。~■一■ー■一三一F一ｹ守一r宮一一『■凸FﾛダｰｰﾏｰｰⅡ＝一一ジ･
散歩中の男性がクマに遭遇。反転して逃げようとす
る男性に襲いかかり、両耳や頭､腹に約三週間のケ
ガを負う。
落ち葉掃除後、家に入ろうとしたとき、男性が背後
からクマに襲われ、頭と右腕を引っかかれ､約1週階
のケガを負う。
柿に収穫準備をしていた男性がクマに襲われ､右手
に約10日間のケガを負う。鎌で反撃するとクマは逃
げ去った。
自宅北側の畑で作業中の女性がクマに襲われ､顔
に重傷を負う｡(平成17年1月19日死去）
散歩中の男性がクマに襲われ､胸や下顎に重傷を
負う
自宅納屋のガラスが害|lれる音がしてでた男性がク
と鉢合わせし､左腕骨折の重傷を負う。
クマ警戒パトロール中の男性が茂みから飛び出して
きた子グマー頭を射殺｡その処理をしようとしたとこ
ろ突然親熊が襲いかかり、顔を引っかかれ､両手を
かまれて軽症を負う。
帰宅中の女性がクマに襲われ､顔に重傷を負う。
自宅に侵入してきたクマに、女性、男性、男性町職
員が襲われ､女性と男性職員は腕や足､背中など
にひっかき傷を負い、男性は両手､背中、後頭部に
重傷を負う。
畑に落ちた杉の枝を拾ってきた女性が後ろから来ず
クマに突然右の尻をひっかかれ､軽いケガを負う。
住宅の敷地内で販売員の女性が夕方クマに追いか
けられる。
女性が自宅敷地内を移動中、犬がほえるので様子
を見に行くとクマと出会う。自宅に逃げ込もうとしたと
ころを背後から押し倒される。後頭部をひつかかれ
数針縫う軽傷を負う。
成人女性が背中を押される。ケガはなし｡富山クマ
緊急調査グループ他(2005)による
顔や頭などに1ヶ月の重傷を負う。
男性が足をひつかれる。翌日病院に行き、化膿止杖
の薬で処置＝
